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あらまし：著者らは，Facebookや Twitter，Evernote，メールといったツール，もしくはMoodleで入力（送

信・投稿）した情報が集約・保存され，カード形式で一覧表示される Moodle アドオン SharedPanel の設

計・開発を行っている．本システムを利用することで，学習者はスマートフォンなどでツールのいずれか

を使用できれば，学習と関連するアイデアやリソースを他の学習者と容易に共有することが可能となる．

本研究ではこの SharedPanelというシステムに投票機能を追加し，また，形成的評価として，本システム

を社会人向けの講習会で利用した． 
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1. はじめに 

学習活動を行う上で，ICT を利用して，個人の意

見や発見，知識を学習者間で共有させることを用い

た教育実践が行われている．例えば，小学生に教室

の外で観察したものをカメラ付き携帯電話で撮影・

共有させる取り組み（１）や作成したプログラムを学

習支援システム上で共有させる取り組み（２），大学の

OB・OGに仕事に関する情報を SNS上で共有させ，

就職活動中の学生の参考にさせる取り組み（３）など

が行われている． 

このように学習活動に ICTを利用した情報共有を

活用する取り組みが多く行われている．このような

取り組みを行う場合，例えば LMS の掲示板機能や

Facebookのグループ機能など，特定のツールを利用

した情報共有を行うためには，「そのツールのアカウ

ントを所有している」ことや「そのツールの使い方

に習熟している」ことが前提条件となる．教育機関

に所属している児童・生徒・学生に対してなら，所

属機関のアカウントを利用することができるため，

大きな問題はない．しかし，オープンキャンパス・

公開講座・他大学との交流学習・大学と地域の交流

学習イベントなど，必ずしもその教育機関の構成員

ではない参加者が出席する研修や講習といった単発

的に開催される学習活動で ICTを活用した情報共有

を実施したい場合は，参加者に対してアカウントの

発行やツールの操作方法のレクチャーをする必要が

生じる．限られた時間でそのようなことをすること

は難しく，学習者全員に ICTツールを利用した情報

共有をさせることは諦めざるを得ないのが現状であ

る．しかし，各学習者が日常的に使用しているツー

ルをそのまま使用して情報共有ができるのであれば，

この問題は解決する． 

そこで本研究では，学習者が日常的に利用してい

るツール（Facebook，Twitter，Evernote，メール）で

入力（送信・投稿）した情報や Moodleへログインな

しで入力した情報が自動的に収集され，カード形式

で一覧表示される Moodle アドオン SharedPanel（４）

に投票機能およびソート機能を追加して，実際に教

員免許状更新講習で利用した．また，システムの形

成的評価を行うために，事後アンケートを行った． 

 

2. 投票機能/ソート機能の追加 

本研究では学習者間のアイデア・学習リソースの

共有を支援するツールである SharedPanelに，共有さ

れた情報に対する投票機能と投票結果に応じて情報

の提示順序をソートする機能を追加した（図１）．具

体的には，SharedPanelで一覧表示された各情報に対

して，Facebookの「いいね」ボタンのような投票用

のボタンを２つ設置した．投票機能とソート機能を

利用することで，収集された多くの情報のうち，学

習者の投票に基づいて特定の情報に焦点を当てるこ

とが可能である．また，投票のための軸は２種類ま

で自由に設定することが可能である．例えば，「セミ

ナーで SharedPanel を通じて共有された質問につい

て，（この質問について先生に聞いてみたい）という

軸を設置・投票をしてもらい，得票数の多かった質

問について回答をする」や「授業などで学習者に学

習活動と関連するテーマと関連するリソース（写真・

ニュース・エピソードなど）を SharedPanelで共有し

てもらい，（面白い）という軸で投票，得票数が多か

ったコンテンツについて，授業で紹介する」といっ

た活用方法が想定される．投票は Moodle へのログ

インをしなくても可能であり，各情報に対して一人

あたり一度だけ，投票することが可能である． 
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3. 教員免許状更新講習における利用 

3.1．講習の概要 

本講習では，小中高の教員が参加し，防災につい

て学習した．講習の一部として，2016年 4月に発生

した熊本地震の際，教員として「やっておいてよか

ったこと」，「やっておくべきだったこと」について，

各教員の意見を共有するという学習活動を行った．

はじめに，情報の入力方法等について簡単に説明し，

意見の収集を SharedPanelで行った．その後，収集さ

れた意見に対して，「重要だね」と「面白いね」の２

軸で投票を行い，得票数の多い意見の入力者に，全

員の前でより具体的に説明してもらった．なお，参

加者は本人の希望に基づき，SharedPanelを用いて情

報共有を行う ITチーム（アンケート回答者数 27名）

と付箋とペンを用いて情報共有を行う紙チーム（ア

ンケート回答者数 19名）に分けた．本稿では，ITチ

ームの結果のみ，言及する．実践後，アンケート調

査を行い，「どちらのチームで情報共有を行いたいか」

や「SharedPanelを利用して良かった点・希望」など

について質問した．  

 

3.2．結果 

実施後のアンケートでは，本システムの利用に対

する代表的な意見として「投稿したものや，重要・

面白いとつくものがリアルタイムで見られることや，

みんなが投稿したものを一つのところに集まってみ

なくても個々人で見ることができるので良かった」

があり，投票機能とソート機能を活用した情報共有

が肯定的にとらえられていたことがわかった．また

「入力後，送信という作業は簡単だったし，他の参

加者が書き込んだ情報もすぐに見ることができるし，

投票も１クリックで簡単にできた」など投票の操作

方法についても肯定的な意見が得られた．なお，シ

ステムの利用に対する評価として，ITチームと紙チ

ームのどちらが良いかという質問に対して，ITチー

ムが良いと回答した参加者は 18名，どちらでもよい

と回答した参加者は９名であり，紙チームを希望し

た参加者はいなかった（図２）．これらのことから，

本システムならびに投票機能・ソート機能による講

習は受講者が問題なく使用できることがわかった． 

図２：チームに対する希望 
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図 1：SharedPanelの全体像および投票機能/ソート機能の説明 
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